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研究成果の概要（和文）：貧困が深刻化する社会において福祉制度はより重要性を増している。福祉制度におい
て、不正受給と漏給の問題がある。漏給とは福祉を受給する資格を有する真の貧困状態である家計が福祉を受給
していないことを意味する。本研究は福祉制度におけるスティグマ（社会的烙印）の観点から福祉の受給に関す
る意思決定を理論と実証の観点から検証し、スティグマと不正受給、そして漏給の相互依存関係を分析した。特
に既存の理論モデルでは説明不可能であった漏給の現象を均衡として説明可能な理論モデルを提示し、さらに理
論分析の結果の一部をパネルデータを用いた実証分析により検証した。また、本研究結果の一部を査読付国際学
術雑誌に掲載した。

研究成果の概要（英文）：In a society where poverty is becoming more and more serious, welfare 
programs are becoming more and more critical. However, in the welfare program, there is the problem 
of fraud and incomplete take up. Incomplete take-up means that households in true poverty eligible 
to take up welfare are not taking it up. This study examines the decision-making process regarding 
welfare receipt from the perspective of stigma in the welfare system from both theoretical and 
empirical perspectives and analyzes the interdependent relationship between stigma, welfare fraud, 
and incomplete take up. In particular, we have presented a theoretical model that can explain the 
phenomenon of incomplete take up as an equilibrium, which has been impossible to explain with 
existing theoretical models. We have also verified some of the results of the theoretical analysis 
by empirical analysis using panel data. Part of the results of this research was published in an 
international peer-reviewed journal.

研究分野： 公共経済学、財政学、経済政策、比較制度分析

キーワード： 生活保護制度　福祉制度　スティグマ　漏給　不正受給　パネルデータ分析　複数均衡　統計的差別
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研究成果の学術的意義や社会的意義
福祉制度に関する経済学的研究は、労働インセンティブの低下や不正受給が生じる可能性に焦点を当てた分析が
多く、特に漏給に関する理論的研究は少ない。一方、近年の実証研究は、漏給の問題が多くの先進国で生じてお
り、特に日本は深刻であることを示している。しかしながら、標準的な理論モデルでは漏給は生じず分析するこ
とが不可能であった。本研究では、スティグマの概念を導入することで、理論分析と実証分析のギャップを埋め
ることに貢献しているという点で学術的意義がある。さらに本研究の理論・実証分析は、貧困との戦いに勝利す
るための社会福祉政策実現に貢献することが期待できるという点で本研究は社会的意義を持つ。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

貧困が深刻化する現代社会において福祉制度はより重要性を増している。福祉制度に

おいて、不正受給と漏給の問題がある。漏給とは福祉を受給する資格を有する真の貧困

状態である家計が福祉を受給していない状態を意味する。 

これまでの生活保護制度に関する経済学的研究の多くは、労働インセンティブの低下

や不正受給を中心に分析を行っている。一方で近年の福祉制度に関する実証研究は、生

活保護を受給する資格があるにも関わらず自発的に受給申請を行わないという漏給の

問題が多くの先進国で顕在化している状況であり、特に日本では深刻であることを示し

ている。しかしながら、標準的な経済理論モデルでは漏給は生じず、分析することがで

きないという問題があった。 

 

２．研究の目的 

以上のような背景の下で、本研究ではスティグマ（社会的烙印）の概念を導入するこ

とによって、従来の研究では説明不可能であった漏給の現象を分析可能な理論モデルを

構築する。また、パネルデータを用いた実証分析を行うことで理論分析の結果を検証す

る。具体的には、本研究の目的は下記の通りである。 

（１） 内生的なスティグマの下での漏給と不正受給の理論分析 

（２） パネルデータを用いた実証分析による理論分析の検証 

 

３．研究の方法 

本研究は、上記の研究目的を、下記の理論分析と実証分析を行うことによって遂行す

る。 

（１） 内生的なスティグマの下での漏給と不正受給の理論分析 

労働可能タイプと労働不可能タイプという 2 種類のプレイヤーの意思決定及び

スティグマを内生化したモデルを構築することで、不正受給と漏給、そしてステ

ィグマが相互依存的に形成される状況を分析することで、政策分析を行う。ま

た、均衡において給付水準の変化が漏給、不正受給、スティグマ、捕捉率、そし

て保護率に与える影響について比較性学分析を行う。 

 

（２） パネルデータを用いた実証分析による理論分析の検証 

データを用いた実証分析を行うことによって、給付水準と保護率に関する理論

分析の結果を検証する。特に理論分析で行った給付水準と保護率に関する比較

性学分析の結果をパネルデータ分析によって検証する。具体的には、OECD のマ

クロパネルデータ及び pooling、one-way fixed effect、one-way random effect、two-

way fixed effect、two-way random effect の 5 つの計量モデルを用いて推定を行う。 
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４．研究成果 

（１） 内生的なスティグマの下での漏給と不正受給の理論分析 

理論分析では、受給資格を有す家計タイプの一部は生活保護を受給するが他は

受給せず（漏給）、受給資格を有していない家計タイプの一部は受給せず労働に

従事するが他は受給する（不正受給）という現実的な状況と整合的な均衡を導出

した。また、比較性学分析により、均衡において給付水準が上昇した場合、捕捉

率と保護率は増加も減少する可能性があることを示した。 

（２） パネルデータを用いた実証分析による理論分析の検証 

実証分析では、理論分析で行った給付水準と保護率に関する比較性学分析の結

果を、パネルデータを用いて検証した。OECD のマクロパネルデータ及び pooling、

one-way fixed effect、one-way random effect、two-way fixed effect、two-way random 

effect の 5 つの計量モデルを用いて推定を用いたところいずれの推定値も保護率

が給付水準に関して逆 U 字の関係にあることを示した。つまり、観察可能な社

会経済条件だけでなく観察不可能な各国家の異質性をコントロールした上でも、

理論分析の結果は頑健であることを示唆している。 
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